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従づて，単に母岩岩石中の石英の量を測定し，これを・

ただちに珪肺対策の直接的資親とするごとは危険である

と言える。

　この試験に際しては試料採取に＝ついて古河鉱業株式会

批保安課およぴ，足尾鉱業所から格別の作業上の便宜を

与えられた。ここに深く謝意を表し度い。また種々珪肺

粉塵についての資料を提示された東京工業大学河島教授

に厚く感謝ずる。　　　・　　（昭和25年11月調査）
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徳島県勝浦炭田高鉾地区調査報告

三田正門汽松井　寛鼎・佐々木実罧

　小松　　彊鰍汽稻井信雄蘇轍

　　　　　　　R6sum6
　Report　on仇e　Kats双ura－Coa琶ieH，

　　　　Tok並shim翫Prefecむure

　　　　　　　　by
　M．Mita，H．M＆tsui，Ml　Sasaki，

　　　T，Ko血atsu，＆N．Inai
　1．　The　ar6a，occupying　about8、km2，is

situ我ted　at40km　south－west　of　Tokushima

City，along　the　river　Kats廷ur＆．

　2．　ThO　coa1－bearing　formation　is　found

in　the・Lower　Cretaceous，cont3ining　two

work＆ble　coal　seams　of　unstabie　thickness．

（1m－2．5m）

　3．　The㎏drum　index　of　the　cokes　attains

90％＋，andsu1Phercontentlesst紅an1％，

Henc6this　coal　is　proved　to　be　strong　c“k重ng

coα1as［that　of　Saseho　co31field　（especi＆11y

in　the　Hokusho　district）　in　Klyushu，　and　is

suitable　for　metallurgical　purpose．

　4．　Ash　contents　in　the　raw　coal　is＆lmost

49％、・This　is　due　to　the　f＆ct亀hat　the　coa1

　　’
is　intercalated　by　partings　whic血can　not　be

separated　from　the　coa1，so　the　dressing　of

the　raw、coa1．is　necessary．

　5．　The　dressed　coal　is　sized　by4mesh

（4．7mm）sieve，products　of　over－size…24．64

weight％l　ash　cont6nts一・18．7％．

　6．　The　qua1：lty　of　trommel（十）（size60

mesh）is　not　good，but　its　washability　curve

sh・wsc・mparativelyag・・dcharact・r，as

甚技術部』餅燃料部、　蝋梼広島駐在員事務所
甚菅柴涛編岡駐在員事務所

　product　of74weight％（7．4％for　raw　coa1），

　ashc・ntents18％，、theref・reiわis興ecessary

　that　some　other　a（ie（luate　method　of　dressing

　s血ould　be　adopted．

　　　　　　　　（6mm）
　　　　　　Jigger　Fixe（1Sieve
　　　Raw　coa1→㊦70％→∈D40％
　　　　100％　e30％e30％→㊦10％
　　　　　　．／　　　　　　　　　　　、　　　　　　∈）20％

　　　　　　　　　　　　Tromme1
　’7．　W五en　the　raw　coal　or　dressed　coal　in

　this　district　is　crus｝le（11ess　tぬan8m（ミsh，it

　is　separated　into　eαch　component　of　texture

　（Fusit，　Durit，　Vitrit，　Coaly　shale，　shale）。

　Klarit　is　not　almost　found．　So　washability

　、curve　shows　comparativelly　favourable．

　　8．　Referring　to　JaP我nese　strong　亡oking

　c・a1，theexi怠tence・fFusitha＄n・tbeen’

　reportedl　　T五e　fact画at　Fusit　contents

　’αttain　almost！8％in　this　coa1，　is　one　of

　the　interesting　Problems．

　　g．　The　proved　reserves　are　assumed110，

　000tonsandsuitable’outputissupPosedto

　be　about500tons　p6r　month．
　　艇
　　　　　　　i．緒　　言
　徳島県下天然資源開発計画の」環として，同県庁の依

蜘ごより，最近粘結性を注目されている勝浦炭田高鉾地

区の調査を主眼とし，目下の炭鉱の採鉱方針に資すると
ともに広く勝灘灘地の醸状況の把握につとめた：

　炭質について工業分析・膨脹試験のほか，特に洗炭上

の観点より顕徴鏡による石炭組織の観察，各種の試験を

行つた結果，北松強粘結炭に匹敵する製鉄用原料炭宅あ

ることが到明した。徳島県当局，炭鉱側諸賢の御協力を

深謝する。
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徳島県勝浦炭田高鉾地区調査報告（三田正一・松井寛・佐々木実・小松彊・稻井信雄）

2．調査環員・期間

班　員

三田正一

松井寛
佐々木実

小松彊
藤本辮藏

小泉疸男

稻井信雄

期 日　期聞
昭和距年
10月20日～11月13日
10月30目～12月15目

10月30目～12月15目

12月2日～12月15日

10月20目～12帽5日

10月20日～12月5日

10月20日～10月26日

25日

47日

47目

14日

47目

47日

7目

仕事の分担

渉外，指導

地質調査

鰻調査

採磯調査

地形測量

地形測量一

地質調査

　　　　　a位置・区域・交通

本炭田は，徳島県勝浦郡を蛇行東流し紀伊水道に注い

でいる勝浦川のほとりに位置している。東西約30km，

南北4kmの範囲に狭隆な分布を示している下部白璽紀

暦中に数枚の炭暦が賦存しているが，これらを稼行して

いる炭鉱は現在勝浦・福原の2鉱のみである。勝浦・編

原よりその積出港である小松島までは，それぞれ，30km，

45km，1・ラ ックで2時間～2．5時聞の行程である。また

徳島市より山元まではバスの便がある。その間の通路の

約1／3～％は山聞部で屈曲が多い。

’
主 として調査した区域は，徳島県勝浦郡字藤川勝浦炭

鉱附近で，東は編川より西は傍示まで約3km，南は辰ケ

谷一柳谷を連ねた線のやや北方から，北は藤川・r礪川を

蓮ねた線まで約2km，面積約6平方kmである。

　　　　　　　　　貰耳臼

　　　　　　　　！・一ノ　　　　　　／

、讐，イ沼／
　　　・・三2壷」隅

　　　　第1函　位置・交通図

勝浦炭鉱より福原炭鉱までは，地形ほ急峻で，勝浦川

は峡谷をつくり，トラック道路は向川に澹い，山腹をぬr

つている。

現在稼行中の勝浦炭鉱の西の浦・傍示各坑口は海抜約　〆

200mで，このトラック道路に面し，勝浦川面上60mに

在る。

　　　　　　5．地　　質

　a．層　　序
　勝浦川ぞいに東は立江・胴の浦町附近より横瀬町をへ

て，幅原村八重地附近に至る卑西約30km，南北数kmの

聞に下部白璽紀領石物部川世に・属する堆積岩が発蓬し、

いわゆる勝浦川堆穫盆地を形成する・

　当盆地の北限は中生代暦と秩父系との境界，，すなわち

立江町一横瀬町中山一高鉾村梅木を結ぶ東西の線を以つ

てし，南は大野村吉井一加茂合村iヒ谷一編原村喰田をへ

て，ほぼ前記の線に並行する東西線により，、鳥の巣統に

属する中生代ジュラ紀の石友岩および秩父系に不整合ま

たは断暦関係によつて接している。

　來炭層は前記白璽系に属し，ほぼ東西卒蓬続する尾根

をもつ高距500～600mの山嶺を形成して，頂上近くま

で裁培された密柑畑，豊富な森林資源を有している。

　以下主として高鉾村傍示附近について述べれぱ，北部

’には当地の白垂系の最上部を占める藤川頁岩層が分布

　　し，600～1，000mの層厚を有する勢開の多い幣青

　　　4。「地　形（開発上からみたる）

勝浦川は当炭田のほぼ中央部横瀬町で平地に出う。横‘

瀬域西，勝浦炭鉱までは，稼勢山（501．7m）と杖立権現

越（724。3m）にはさまれた谷間であるが，比較的幅があ

つて，現在トラック道路が通じているが，今後鉄道を敷’

設することも可能である。

黒色頁岩よりなり・北東～南西ま準は西～東方向

の走向で北方へ4q～800傾斜している。その下位

には（南側は）北落ち50Qの正断暦をもって，い

わゆる傍示（砂岩）暦が接する。傍示（砂岩）麿、

は数枚の主要炭層を挾有する厚さ800mの頁岩・

砂岩よりなる（礫岩もはさむ）。さらにその下位

に頁岩礫岩を挾む砂岩の厚暦（450m）についで，

礫農を主とする立川礫岩（200m）が最下位に現わ

れ，下部白璽系全暦厚は2，000m（＋）と概算され

る（第2，3，4図参照）。

b．地質構造
本炭由は東西に狭長で，構造上東より西へ5地

区に分けられる。

　1）弱の浦～生名附近　傍示（砂岩）暦は東西

を軸とする1向斜構造に関与し，戦時中海軍が経

営した横田炭鉱はそこにある。また生比奈村の徳島炭鉱

はごの向斜の西方延長部の北翼の炭暦を採炭したと考え

られる。炭暦の走向は東西方向で傾斜は南へ500である。

2）　横瀬町・中小家附近　横瀬立川の西，勝浦川に秩

父系の小露出があり．立川礫岩が不整含にごれを被覆

し，立川谷虹谷附近の立川礫岩との間に1つの向斜構造
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第2図　　疵薄　島　縣　 勝　 浦　 炭　 田

を形成している。．横瀬町の南でかつて稼行した炭坑は，

傍示（砂岩）中の炭麿を採掘していた。この向斜構造め

北側の稼勢山南面中腹に東西方向の断暦があり，同断暦

以北は，爽炭暦が複背斜構造をなしている。

3）高鉾村附近　東西乃至北東へ南西走向，北へ40～

60？内外傾斜の単斜構造区域で，正木坑・西の浦および

傍示坑1があつて．比較的よく開発されている。

　の　日浦一平間附近　高鉾地区では地暦の走向は東西

方向を示すが，西に向5に従い，家第に北東～南西走向

に変じ，傾斜は40～gooで複背斜構造をなしている・

　立川礫岩から藤川頁岩に至る累暦は，東部地域では地

1表の幅が狭いが（2km），中部地域より塚西は家第にその

18一（548）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ徳島県勝浦炭田高鉾地区調査報告（三田正一・松井寛・佐々木実・小松彊・稻井信雄）
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幅をまして，当地では6kmにまで広くなる。従来は衡

上断暦によつて，傍示（砂岩）暦が繰返すと解釈されて

いたが，これは蔭行より，．蔭谷一谷口まで，北東～南西

方向の複背斜構造があるため広く分布するのである。

5）魑原附近　走向は東西乃至北東～南西，傾斜は500

である。高鉾地区では，北側ほど上部の地層が露出して

いるが， 当地区ではその

逆である。

　次に主として調査した

高鉾地区について述べる

と，構造上，3区域にさ

らに二分レナられる。

　1．秩蒙系露出地区

　地域の北東隅を占め，

勝浦川べりkいわゆる

秩父古生暦が露出し，

その中の石灰岩からは，

30hzσα9θπ躍z　み6JJ％！α

Dunber＆l　Skin箪er　が

発見された。立川礫岩

（厚さ200m）がこれを

不整合に被つている。立

川礫岩を構成している礫

は珪岩・頁岩・砂岩およ

び石友岩等め破砕物であ

る。立川谷‡谷に露出す

る礫岩とは色が異なり，

赤色を呈する。秩父系の

’北側は東西方向の正断暦、

をもつて，傍示砂岩贋に

接している6旧稼勢山坑

はこの所に二ある0

　2・杉山地区
　秩父系の西側，北西～

南東方向の翠断厨と勝浦

川をきつて，ほぼ南北方

向のY断厨に襖状に．はさ

まれた区域で，北東～南

F西方向の緩背斜構造を形

成している。旧杉山坑の

炭暦が露出している（第

2図参照）。

　3．傍示地区
　杉山地区の西に接し，

走向は北東～南西方向

で，傾斜は北へ40。～60Q

の単斜構造をなしている。正木坑・西の浦坑・傍示坑お
　　フノレケ
よび旧古靖坑がある。

　　　　　　6．．石　　炭
（A）賦奪状況

　a）炭層’数本炭田累層の中，立川礫岩と藤川頁

岩以外の地暦が数層準の炭暦を擁有する。四国地方は石

19一（549）
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徳島県勝浦炭田高鉾地区調査報告（三田正一一・松井寛・佐々木実・小松彊続稻井信雄）

炭が少ないので，，こり炭田は過去いずれの時代にも探掘

された。それらの炭暦の暦位的関係と炭鉱の一覧表は第

4図の女口くである。

　b）稼行炭層　高鉾地区では2暦準に稼行炭暦が発

達して，各ユ枚の稼行炭暦が拠まれている。正木坑の炭

屠と，西の浦一傍示坑の炭暦とである。旧稼勢山坑は前

者に，旧杉山坑は後者に対比される炭暦を稼行した（第　甲』

4図参照）。（傍示暦は車として杉山北方勝浦川附近）

1地負時代

下

部

白

垂

轟薪「ユ炭坑名

傍考，

　醒一奉又αadophleVl3
＿，．ll：・：2eγ1ePlaDaN蹴～∫t
不ソ

　．芯　・卜二

層
　
『
　
　
　
　
　
立
　
　
　
川
　
　
　
層

陰一　　　　　　｝

一≡董
　「戸goη〆a

Foc吻o吻’5伽

ゴ特＿
一　　　　　甲　　　　　一

荘二：
｝
二
三

二≧

難一二一

　　　　9一

又3chwaθe脚
Du励eわ＆5

鷹　 一』『一p

エベ，稼勢山，福原，

亦黄獺町西南．　徳島

　ホウソ勇ノ坤傍示・平問日浦
古靖．

辰ケ合

匿ヨ頁岩

Eヨ炭層

ロコ硫貼礪

四砂濤
圃狙粒瑞

圃礫渚

第4図　膜式地質絃黙図

oM

100

200

300

o

丈・炭丈・炭丈／山丈・可採厚・止下盤の性質等は，第

5，6図参照および稼行状況の項参照。

（8）炭　　質
との炭田の石炭が粘結するごとが認められたのは，石

炭需要最盛期をすぎた昭和24年秋であるのは意外であつ

た。石炭は黒錯色を呈し，光沢にとみ多くのむり面がみ

られ，きわめてもめた状態を示し，全体の約8割が粉炭、

である。石炭と炭質頁岩との区別は肉眼では中々見分け

難く，操炭の時，切離すわけにはゆかないので，必然的

に選炭が問題になる。

　　　　7．工業分析
各坑の原炭・精炭・ト・ンメル（：±）の工業分析は第↓

表の通りである（分析は地質調査所永田松三・池田喜代

治両氏担当）。

表より明らかなごとく，各坑とも水分は墨％前後で茨

分は少ない所そ15～20％，多い所では炭質頁岩あるいは

頁岩が混入するので30～60％である。したがつて発熱量

は2突分が減少するに従い増・大する（第7図参照）o

硫黄は少なく1％以下である6純炭中の固牢炭素は60

～67％，すなわち燃料比1。5～2．0で，平均補正純炭熱

量は8，500カロリーであり，粘結性においては友分が多

くなると膨脹性は減少するが強粘結炭であり，地質調査

所石炭分類の強粘結歴青炭B1の級，すなわち北松強粘結

炭の級に相当する。

　　　　＆飾分試験
原炭・精炭およびト・ンメル（＋）をそれぞれ下表の如

き粒度に節分し，各粒度別産物および荻分％を図示すれ

ぼ第8～10図のごとくになる。

（1）原　炭（第8図参照）原炭の約30％は微粉炭

，であり，粒度が小さ、くなるにしたがい次分は減少する傾

向がみられうが，』飾分け解よる効果ある脱友は不可能で

ある。

原炭各粒度別産物および友分％

『番

号

①

炭層は，膨縮が甚しく，1cm～250cmの聞を膨縮する。

露頭においては20～30cmの炭丈しか示さないので，地

表調査のみでは地下で肥大し5るかど5かの見通しが困

難であるので』炭暦が5すくても，含炭暦準であれば一・

応注意しなければならない。

この意味で，勝浦炭鉱事務所向側製材所の含炭頁岩．

暦，傍示橋下流の頁岩暦，および傍示坑の西方延長部は

探炭すべき箇所であるo

正木坑の炭暦をはさむ頁岩暦はその走向に従い，東へ

400m追跡すると，地表では潰滅するo膨縮の状況・山

②

③

④

⑤

⑥

粒1　度mm
13以上

4．7～13

2．36～4．7

1．17～2．36

0．59～1．17

0．59以下

産・物％

9．34

12．93

18．24

14．28

15．48

29．64

友　分％

50。63

47．05

42．24

（2）精度一商品炭（第9図参蕪）精炭においては粒

度が大きくなるにしたがつて灰分は減少する傾向がみら

れ，粒度4．70mmすなわち4メッシュ以上になると荻分

21一（551）
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κ吻ヲ　　灰分ど護熱量との関係
プ0000

餐

餐
1一

5σoo

o
ρ

精炭各粧度別産物および友分％

、丁

平均水分＿土ノ，20
．灰分補正率　＝舶6

禰正純炭叢熱量＝遡リ’

餉

ρ 50

番
号

1
2
3
4
5

6
7

障度一
13以上　・

4．70～13

2．36～4．70

、1．17～2．36

0．59～1．17

0．35～0．59

0．25～0．35

産　物％

6．26

18．38

27．14

20．02

15．88

6．82

5．4＄

友　分％

一灰分
第7図’茨分と発熱量の関係

プ0ρ

15．01

20．37

24．87

26．57

29．74、

30．34

33．45

（3）　卜ロンメル（十）（第10図参照）　トロンメル（十）

の粒度1．17mm（14メッシュ）より0．25mm（60メッ、平

ユ）までのものが，その82．7％をしめている。友分ば粒

度が小さくなるにしたがい塘大する傾向がみられ，した

がつて60メッシュで臨分けをすれぱ多少品位は向上す

る。　＼

炉
灰
5 0
分

落

　45’

40、

『「

　し

④1⑤

　1　「

　1
　ド
　1

②1⑦
　l

　l

　l1

5

⑥
、

i⑤

刊』50’　　　　　　100

　　産物落一

　45灰

冴

％4

σ5

0

第　8　図

50

25

⑦

6

イ

⑤
④

／

⑦

②

0 100

産物％

晃

rr

灰δ0

一祭

20

ノ5

◎1

／

丁
オ
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一

5
　
　
　
　
0
　
　
　
■
万

7 ⑥ ⑤
④

ゲー

②

ρ ぢ／）　　　　　　　　　　　　　　　　1ρ0

　　　　第10図
ト・ンメル（＋）各粒度別産物尭よび友分％ρ

番
号

1

2

3

4

5

50・　　　　　　　，100

　産物、％一

第9図

6

7

粒　　度mm

1．17～2．36

0』59～1．17

一
〇
． 35～0．59

0。25～0．35

0．18～0．25

0．12～0．18

0．10以下

産　物％

1．25

32．08

次　分％

29．10

4．0、l　P　　　　　29．88

46．62

7．52

6．52

2．02’

30．70

33．92

39．90

、45．14

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乳洗炭曲線
・は20％以下になる・したがって4メッシュの節で箭分を　　　1）　原炭洗炭曲線（第11図参照）

す繍荻分卿簿2鰯％の勤力鯖れる・　園よ朔ら純ごとく齢蜥は醐的で洗炭嘩

　　　　　　　　　　　　　　　　24一（554）
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＼

第1表工　業　分　析

群，獄騎1水骸分揮発耀塾継
　　　　　　　％　　　　％　』　　％　　　　％kca1／kg

1
2
3
4
7
8

r9
10

11

12

13

14

1
2
4

5
6
2
3
4
5

．6

7
8
9

10

11

42
13

1
2
3
4
5
6
7
8
原

正木坑1坑
〃　　　　　ノケ

〃　　　　　〃

〃　　　　　〃

〃　　　　　〃

〃

〃

〃

2坑

3坑

〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　　〃

〃

〃

〃

〃

4坑

〃

5坑

〃

〃　　　　 〃

西の浦坑2坑
〃　　　　　〃

〃　　　　　 〃

〃　　　　　 〃

ノケ　　　　　〃

〃　　　　　〃

〃　　3坑
〃　　　　 ノケ

〃　・中坑

ノケ　　　　　〃

〃　　　　　〃

〃　　　　 〃

傍示坑2坑
〃

〃

〃

〃

1坑

〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃 〃

炭

ジツカー精炭
ト。シメル（＋）

トロンメノレ（一）

1．07　33．09』

1．q6156．75

0．93

0．93

0．96

1．06

0．91

0．57

0．52

0．73

0．85

0．56

1．07

1．20

1．05

1．23

1。24

1．13

1．89

1．65

1．56

1．43

1．53

1．20
1．4工

1．13

1．25

1．39

1．20

2．36

1．79

1．16

0．98

1。15

1．25

1．09

1．45

14．43

59．03

37．61

43．94

57．92

23．12

15．52

26．60

32．06

14．05

16．19

19．44

14．55

33．74

57．71

43．37

48．71

52．14

45．78

32．05

61．15

64．81

71．23

26．36

35．99

15．42

21．74

70．34

40．06

29．21

23．87

24．97

14．73

20．90

29．52

49．27

26．写9

35．01

49．08

24．30

16．68

27．55

16．27

24．18

20．97

17．10

25．42

30．26

27．45

25．81

29．65

30．45

28．46

28．57

24．04

15．99

19．95

19．62

16．28

20，50

24。15

13．89

14．00

12．61

26。48

21．27

27．34

26．66

13．44

21．42

26．15

25．43

26．25

28．19

26．85

24．64

19．27

24．37

22．61

18．60

硫黄
　％

1．84

1．39

1．67

2．11

41．54　　　　5495

25．51　　　　3267

57．09・　　　7172

23．77　　　　3168

37．25

34．03

24．07

50．89

53．70

45．22

41．91

55．74

52．29

50．90・

55．83

40．99

25．06　，

35。55

29．78

29．93

32．］，6

42．37

23．43

19．99

14．75

46ゆ03　　　　6040

41．49　　　　5301

55．85．6913
50．40　　　　6441

13．86

36．73　　　　4651

43．48　　　　5772

48．72　　　　6243

47．63　　　』6099

55．83　　　　7202

51．16　　　　6541

44．39　　　　5654

29．62　　　　3864

47．65　　　　6029

40．71　　　　5208

30．21　　　　3856

麟羅嚢瓢．色
　％lkcal／kg

0．44

0．35

0．71

0．26

0．93

0。48

0．57

0．54

0．73

0．53

、0．85

0．81

1．44
・0．15

0．94

0．55

0．40、r

O．48

0．52

0．65

，0．61

0．29

0．31

0．22

0．63

0．48

0，53
0。4：2

0．18

0．29

0．87

0．93

0．64

0149

1．16

0．44

0．22

0．42

0．36

0．48

63．09　　　　8570

6σ．46　　　　8250

67．45　　　　8520

59』36　　　　8450

60．64　　　　8520

61．87F　　　8550

58．50　　　　8050

66．69　　　　8390

63．96　　　　8350

62．23　　　　7900

62．47　　　　8500

65．28　　　　8450

63．20　　　　8500

64．14　　　　8600

66．15　　　　8530

63．03　　　　8450

61．04　　　　8420

64．03　　　　8300

60。28　　8300

D64．77　　　　8500

61．07　　　　8300

63．69　　　　8050

62．78　　　　8430

58．81　　　　8800

63．48

66．11

67．13

65．40

63．16

62．44

66．16

64，47

66．45

65．58

64．30

60．58』

66．16

64．29

61．83

8520

8720

8400

8490

8300

8490

8450

8420

8630

8500

8400

8550

8550

8600

8350ρ

粘結性一

　褐

淡褐
濃福
　褐

友澄
　〃

　褐

次褐
淡褐

　』〃

友褐
』淡褐

友紫褐

　〃

濃燈
淡燈
　“　1

澄（暗）

濃燈
　澄

暗荻
　燈

次燈
淡、澄

澄（褐）

淡褐
友褐
暗友褐

淡褐（暗）

友燈
　〃
友褐（赤）

燈（暗）

　〃
淡鐙褐

淡褐（暗）

　〃
〃

〃

〃

〃

粘結やや膨脹

粘結

粘結やや膨脹

粘結

粘結膨脹　．

　〃
粘結

粘結膨脹

　〃

　　
粘結やや膨脹

～粘結膨脹
粘結膨脹

　名

　ぞ

　　
粘結やや膨脹

～粘結膨脹
粘結

　

粘結～粘結や
や膨脹
粘結

〃

粘結膨脹

弱粘～粘結

弱粘結

〃

粘結膨脹

粘結やや膨脹

粘結膨脹

粘結膨脹

非粘

粘結膨脹

粘結やや膨脹・

粘結膨脹

　〃＼

〃

〃

〃

粘結

粘結膨脹

粘結膨脹

　〃

註　試親番号は別紙炭層膨縮図参照

『
◎
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　　　　　　　　　原炭．洗炭曲線
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第　　11　図

易度よりみれぱ，あ衣りがんぱしくない。現在製鉄用原

料炭として次分18％以下であることが要望されている

が，いま高鉾炭では荻分18％の精炭は理想的に洗炭が行

われた場含，どの程度の収量がえられるを見ると，次の

通りである。

汐ξ分18％の場合の収：量はi次の通りである。

、酬腫！収剥発熱量騒霧峰石の始

18％、 1．80
　附近

74％ 6，800 49％ 74％

、酬腫瞳隙量1無劉廃石の齢
18％ 1．6 46％ 6，800 、36％ 69％

　2）　卜ロンメル（＋）洗炭曲線（第12図参照）

　図より明らかなるごとく，性状曲線は理想曲線に近く

洗炭が容易である。すなわち粒度が小さくなると，精炭

と擬石とがよく分かれており片匁の量が減少しジ精炭の

収量が塘加していることを意昧する・

　　　■

　またト・ンメル（＋）には友分の多いトロンメノレ（一）ゲ

すなわち60メッシュ以下の微粉炭の混入量が少ないめ

で・洗炭の場合凝重液としての悪作用を生ぜし疹ない。

　したがつて石炭を適当な粒度に破砕し，適当な粒度で

節分を行い，網下を除去して洗炭すれぱかなり有効な結

果を5るものと考えられる（なおこのことに関しては後

述参照のこと）。

　　　　　　　10。組織分析
塊炭を研磨して反射顕微鏡下で観察すると，石炭の構　・
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　　　　トロンメル（＋）洗炭曲織
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第　　12　図

成成分としてビトリット・ドリヅト・7ジット・炭質頁

岩・頁岩が見受けられる。

　①　ビトリットは均質の組織でもろくくだけ易い性質

を有している。ビトリットは木質部およびコルク暦から

なるものであるが，顕微鏡下では細胞組織が認められな

かつた（図版1参照）。

　なおまれに明瞭な細胞組織の認められるテリニットカ｛

見受けられ，細胞腔は粘土にて溝たされている（図版3

参照）。

　②　ドリヅトは蛋白質・脂肪および木質部等の植物残

蕨がかなり，分解が進み膠状となつて堆積したものと考

えられるミクリ高ットからなり，その中には必ず粘土の

細粒が多く入り込んでいるのも見受けられる（図版2参

照）。

匙

　③　7ジッ、トは山火事によつて天然木炭化されたと云

う説があるよ5に，固定炭素の量が非常に多く，繭見木

炭のごとき外観を呈している。

　したがつて光学的に輝度が著しく高く，きれいな細胞

組織の形を保持しており，細胞腔は粘土にて満たされて

いる（図版1参照）ものもあるが，多くは著しく押しつ

ぶされた構造（孤状構造うを示している（図版1，2，5

参照）。7ジットは厚さ50u～0．2mmの厚さでレンズ状

に入り込んでいる（図版1，4参照）。　　　　　　、

　なおわが国強粘結炭中に未だかつて7ジットの見られ

た例はなく，石炭の成生に関して興味ある間題である。』

　④　炭質頁岩は頁岩中にビトリット（図版6参照）や

フジジトの砕片が入り込んでいるものが多く見受けられ

るo
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麗鞘，騨

図阪1
　左上3
　中　央＝

右　ド

　倍牽×209油浸
ドリツト　　黒点は＊占土

フジツト1　黒点は細胞腔で粘土．で満拠されている。
　　　　　な歯圧砕されて孤1伏構造をi呈している

　　　　　のがみられる。
ビトリツト

　　欝麗難、、

　　　　　麟
　　　鱗　　灘騰

　　　灘　難灘
　　寒職慧難鑛

／　図版』2

　　左　下：
　　　中　央：

　倍牽×330　　沿浸
っノジツト　　孤蒐犬構造を～呈しているo黒点は罪占土o

ドリツト　　基地がミクリニツトでフジツトの小

　　　　　片（白色部）ビトリツト「（中央部の
　　　　　やや明るい部分）の小片を含む組織

　　　　　内の黒点は粘土o

図版3　中央部：

最上部．
最下部’

　倍羅x200　　油浸
テリニツト　明瞭な細胞組織が認められ細胞腔は粘
　　　　　土（黒色部）で満されているoその上
　　　　　下は押しつぶされ匁細胞力｛みら身しるo

　　　　　基地はミクリ昌ツトで黒点は粘土。
ドリツト

図記版4
　中央白色部＝

倍牽×200　　油浸
　　　　ンフジットがレンズ状にドリ艶ト中に入つてい
るo黒点は米占土o

図版5　中央都・

上部．
下部’

　倍牽》く200　　油’浸

7ジツト　　騒線の方向に切つ兼断面でかなり揮し

　　　　　つぶされているが明瞭な細胞組織が認
　　　　　められる。

ドリツト

図版6　自色部＝

黒色部：

　　倍牽×25乾式
ビトリツト　　地暦が竜めナこ時…ビトリツトカ部田か

　　　　　　く破砕されあらゆろ方向に頁岩中
　　　　　　に混入してい．る。

頁岩
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つぎに石炭を30メッシュ以下に粉砕して固結剤にて固

め，それを研磨し反射顕微鏡下で観察し，積算機を用い

て上記の各成分を定量する分析を1－丁分析と呼んでい

るのであるが，原炭の1－丁分析の結果は次の通りであ

る。

　　　　　原炭1－丁分析表

酬ビトリット1肪トiフジ州炭質醐頁岩

％ 21．4 28．0 12．0 18．41 20．11

　　　この表より明らかなごとく原炭の約40％は炭質頁岩と

　　頁岩であり，残りの60％が石炭質である。ことで注目す

　　べぎととは・比較的友分の多い（後述参照）7ジットの

　　量が原炭中に12％含まれていることである5フジットは

　　比較的比重が大きくかつ微粉化し易く濡れ難き性質があ

　　るので，洗炭上有害となるQ

　　　　　　’11．鉱物質（茨分）の入り方

　　　原炭の友分は非常に多く約50％であるが，との次分は

繕　　決して石炭中に均一に細かく混入しているわけではな

　　く，第1表にも明らかなごとく多友分20％以下の個所も

　　かなりあり，原炭の友分の多いのは操炭の場合，挾みが

　　石炭とともに容易に破砕され必然的に石炭中に混入され

　　たからである。したがつてこれら2次的なものは洗炭

3～20uで，このよ5な粘土を除去することは困難であ

る。・

　また炭質頁岩中にみられるフジット（15u）やビトリッ

ト（15u～1．5mm）の小片が混入している場合が多‘，

これも分離することは困難であるo

　ビトリットは亥分力沙なく・次で凹ット・ブジ捜・

炭質頁岩の順に友分は多くなる。したがつて比重（平

均）もビトリツト（1．3）・ドリツ1・（1．4）・フジツト

（1．6）・炭質頁岩（1．8以上）・頁岩（2．35）の順にその

値は大きくなる。したがつて石炭を破砕して上述の各組

織成分に単体分離を行い洗炭すれぼ，フジット・炭質頁

岩・頁岩は除去されるものξ思われる。鏡微鏡下では

2．36mmすなわち8メッシュ以下に破砕すれぼ，各成分

が単体分離しているのが観察された。

　　　　　12．E．：B．S．膨張試験

　一般に粘結炭においては，石炭は構成成分を粘結成分

と非粘結成分とに大別し5る。粘結成分ば石炭をピリジ

ン等で抽出してえられるが，－石炭構成成分の1部分に過

ぎず，その残渣が非粘結成分で石炭の主体をなすもので

ある。

　いま石炭化度の異る各種粘結炭のK．B。S．膨脹試験結

巣と上言己の2聯との関騨つい砿べて見め解

表および第13図参照）σ

亀

、第2表　工業分析および：K．B．S．膨脹試験成績

番号試料

1勝浦
11　〃

2三池
3大夕張

4江里’

5深江
6神林
7鹿町
8砂川

水分

　％

1．39

0．67

1．13

1．39

1．81

1．66

0．95

1．42

2．U

友分

　％

26．59

12。21

14．08

8．25

19．95

23．18

28．95

23．47

10．42

揮発分

　　％

24．37

29．95

40．76

40．00

30．10

27．98

22．01

22。54

39．36

固定炭素

　　％
47．65

57．17

44．03

50．36

48．14

47．18

48．09

52．47

48．11

発熱量

kcal／kg

6029

7335

7429

7793

6760

6337

5940

6386

7272

純炭中の
固定炭素
　　％

66．16

65，92

51．92

55．73

61．41

62．77

68．60

72．53

55．00

補孟締炭

発熱量
kCal／kg

8600

8500

．8780

8680

8760

8600

8690

8700

8400

藪化始発1膨脹始発膨張最高

温度・噺度・幅度・C

350

340

す00

355

320

330

355

330

355

395
390

350

375
345
340

370

375
360

365
345
370

、360
390
360

．370
390

385

415
405
390

350
430
395
415

385
375
390
410

415
410
415
410

400
420

凝結始発荷重

温度。C’　9

435

420

375

415

405

415

430

415

395　　425

0
10σ

0
100「

0
100

0
100

0
100

0
100

0
100

0
100

0
100

によりかなり除去するととができるのであるが，粒度の

小さいもゐは，除去することは困難であろ5と思われ

る。　　　　’　　　　　　　　　　　一

第2の友分の入り方としては，・微細な粘土が7ジット

の細胞腔をみたして“る場合と，ドリット中に微細な粘

粒が点在している場合があり，いずれも粘土の粒度は
土

一般に粘結成分量が多くかつ非粘結成分の耐圧強度の

弱い石炭ほど，無荷重の場合最高膨脹率は大きな値を示

し，荷重の場合は凝結した時の膨脹率は逆に（』一）の値を・

示すのが特長で，三池・大夕張・江里・深江等の石炭は

この種のものに属する（第13図②～⑤参照）。ただし同

一石炭でも友分が多くなると，膨脹性は抑性される。
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（①およぴ①ノ）。

　また粘結成分が良質（水素量の多いも、

の）で粘結成分量が前者に比較してそれ

ほど多くねく，かつ非粘結成分の耐圧強

度が大なる石炭は無荷重の場合は前者に

馬較して芝それほど大きな値を示さない

が，荷重の場合においては凝結した時の

彫脹率は大きな値を示し，勝浦・神林・・

鹿町等の石炭はこの種のものに属する

（①・①ノ・⑥・⑦）。したがつて良質為

適当量の粘結成分を有し，かつ非粘結成

分の耐圧強度が大なる石炭ほど優良なコ

ークスが製成されるのである。なお昭和

25年4月八幡製鉄所で行りた罐焼試験結

果は次のとおりである（単昧）。

　　　　　　　　　　以上K．B．S．お

荻鋼継撃霧、よび罐焼両試験結

i8．67　92．7。果より・勝浦の聞

・5．12　93．・4炭は神林・鹿町の

12．04　　　gO．75　各石炭に匹適する

　　　　　　　　　優秀なる製鉄用強

粘結炭であると云5亡とができ’るo

　（c）炭量　．3。
　既述したよ5な炭暦の特殊性により，、

地表調査のみでは，坑道のない所の炭暦

が地下で肥大しているかど5かの見通し

は困難なため，坑道によつ七確めうる確

定炭量のみについて計算した（第14図参

照）6

”一

（第3巻第11号）、
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徳島県勝浦炭田高鉾地区調査報告（……三田正一一・松井寛・佐涛木実・小松彊・稻井信雄）

　　第3表　炭暦別炭7量表
　　　　地区炭膿高鉾地区勝浦炭鉱
A区域炭暦西の浦傍示

①

②

③

　13．稼行状況（昭和25年11月の現況）

（A）各論　勝浦炭鉱

藩箋

区

域

確

撰水準

以上
炭　丈m

平面積m2，
傾　斜o

斜面積m2
理論炭量

安全率
安全炭量

実収率
実収炭量

　計

排

一180m

　0．9
72，000

　46。
10，368

121，300

　80％
97，000

　70％
67，900

定部分 1

水準以下

m　・m

o

計

m

比軍・1．3　坑口排水準170m

　　第4表　炭暦別炭量表
　　　　地区炭鵬高鉾地区勝浦炭鉱
B区域　　　　炭　暦正　木

2

3

詳避

①　
②

③　、

域，

区

炭　丈m

平面積m2
傾・斜。

斜面積m2
理論炭量

安全率
安全炭量

実収率
実収炭量

　計

一塑詠準

域上
排

一200m

　0．5
91シ700

　450
126，500

74，000

　80％
59，200

　70％
41》400

水準

i迄m

部分
以下

m
計

単，

比重1．3　坑口誹水準140m

　　第5表
C区域　　　・炭

炭暦別、．炭量表
地区炭磯高鉾地区勝浦炭鉱
　　暦正　木　　昏

鉱業権者　西日本鉱業株式会杜

　　　　　　　　　ノ　　　　　代表取締役久保一之
　　　　徳島市方町2丁目9番地
鉱　　区
徳島県採登第75号［　　　　、　　993，760坪

　　勝浦郡高鉾村字正木および古請

徳島県試登第2096号　　　　　　　　795，000坪

　　同郡同村字稼勢山　立川・

徳島県試登第1812号　　　　　　　　262，000坪

　　同郡同村字幅川

徳島県試登第1906号　　、　　　　　191，000坪

　　同郡横瀬町字横瀬　良田、

徳島県試登第2410号　　　　　　　　630，000坪

　　同郡編原村字平間　日浦

出炭実績（年別出炭量）

　21年　　22年　　23年　　24年
　25t　　　l，392t　　　7，114t　　16，039t

25年月割出炭量

1月　2月　3月，4月　5月　6月
308t　294t　418t　2061t

7月　8月　9月　10月
245t　　　170t　　　、93t　　　　　　O　t

　　　　　ド

闘　、　精度1確
　婆＼礎　　　　　排水準
　　　　　以上　　　目

炭　丈m
車面債m2

傾　斜
斜面積m2
理論炭量

安全率
安全炭量

実収率
実収炭量

　計

誹

定

水準
一106m迄『m

　0．5

10，000

　450
14，100

9，165

80％

7，332

70％

5，100一

部分
以下

mi
計

125t

11月

200t

337t

12月

240t

①

②

③

区

域

比重　1．3　坑口排水準　120m

　　4稼行炭量
　現在稼行中の炭暦は正木坑および西の浦坑で稼行して

　いる2暦であり，いずれも膨縮激しくそゐ炭丈は20cm

　より250cmに変化する。來みは炭質頁岩および頁岩ある

　いは粘土であるが，そ・の厚さは常に潰長し，その数も一

　定でなく億とんど爽みを欠く場合から数枚に至るまで変

　化するが，一般に炭丈が増す場合は來みは薄くなる。平

、均炭丈は正木坑において50cm，西の浦坑において90cm

　であり，炭丈：山丈の比率はほぼ60％程度である。上盤

　は正木坑では砂岩で西の浦では頁岩，下盤は両坑ともに

　頁岩であつていずれも比較的堅硬であり，盤の保持は良

　好である。炭暦の傾斜は両方とも約50。の北落ちであ

　るじ炭質は従来友分の多い劣悪なものとされていたが，

　近来優秀な強粘結炭であることが到り，八幡製鉄所の試

　験結果は鹿町炭に匹適し現に広畑製鉄所にては配合炭と

　して使用中である。

　　5，坑　　道

　正木坑：高低差約72mの間に1坑より5坑までの5坑

　道を，おのおのL8m×L8の加背で開難している。いず

　れも露頭よりの澹暦水平坑道であつて，最下坑道である

　1坑のi延長は約270mで最も長く，5坑が約130mで最も・

　短い坑道である。1坑坑口より170mの聞の肩部は，す
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　でに操掘すみであつて現在は稼行を休止している。1坑

　以下の深部は今後斜坑または堅坑によらなけれぼ稼行で

　きない。

　西の浦坑：2坑3坑の2坑はいずれも1．8m×1．8m．の

　加背を持つた沼暦水平坑道であつて，3坑より垂直踵31

　m隔つて￥・る2坑は堅入坑道60m．で着炭し，澹層は約

　210m掘進している。3坑の肩部は採炭済みであるが2

　坑3坑聞は未だ採炭に着手していない。2坑の下に垂直

1踵離20mで1薪が開難されている5 堅入に約60m掘進し

　ているが未だ着炭していない。西の浦の裏側より傍示2

　坑が西の浦に向つて滑暦に約75m開墾されていて，今後　．

　70m程度で西の浦2坑と貫通する予定である。

　　6F採、炭その他
　探炭は炭丈30cm域下の薄い処を残しながら昇り向き

　に掘つてvる。炭暦は粉炭が多く，採炭した後の塊粉の

　害1合は6mm以下の粉炭80％程度であつて，ほとんど手

　掘りで容易に採炭している。切須支柱は荷合枠または打

　柱を入れ，、坑道際は実木積をしている。採掘跡は充墳し

　ていない・切綱蓮搬は自然流下でほとんど人力を要して

　いない。坑内直接夫の能率は半t積炭軍5画が普通であ

　るo
　傍示坑よりの蓮搬はディーゼル機関による索道で道路

　面まで垂直約501hを蓮搬し，自動車によつて選炭場まで

　の約1kmを蓮搬している9西の浦にば属旧ド坑外スキッ

　プ捲を設備中で，これによって道路面まで捲上げる予定

　である。

　通気は各坑とも自然通気であるが，時に多少のメタン

　ガスが検出され正木坑6昇において爆発を起した例があ

　り，正木坑は甲種に西の浦坑ほ乙種に指定されている。、

　7一遽・　炭
　　　　　　　　　　　　　ぎ　原炭め友分は50％前後であるが，主なる販費先である

　広畑製鉄所でば，6mm域上のもの，友分28％以下，β

mm以下のもの》次分18％以下，であるこ孝も要求して

いるo

　現在当墜の選炭場は1m×0．7mのジガー4台で洗炭

　し，精炭は6mm固定臨で脱水しており，6mm以下はさ

　らに60メッシュのトロムメルで分級し，以下は沈澱槽で

脱水している。

　歩留および次分は大略次のよ5になつている。

　一．切込精炭　歩留　40％
6mm～60メツシュ

60メツシュ以下

水洗ボタ

〃

〃

10％

20％

30％

友分

〃

〃

27％以下

35％、

50％

、　処理容量は16時蓮転して1月40t程度といわれてい

るQ

8・従業員

臨時夫を含めて現在の在籍は坑内19名，、坑外20名計39・

名で，職員はU名である。25年1月乃至8月までの1人

当■ヶ月平均出炭量は，坑丙夫7．9t全鉱員4．1tとな

つている。

　9主要資材
t当り資材使用量は4月～8月の実績によると次の通

りである。　6・

　　爆　薬　18聰
　　坑　 木　　22本

10、建　　物

木　炭　1．5俵
油　　類，　1．51f

　　　鉱員肚宅　，　6棟26戸　　　　　153．5坪　・

　　　職員肚宅　　　　9棟9戸　　　　　970坪

　　　その他一　　　　　　1　約900坪
　（B）　開発に対する意見
　　　　ノ、坑道によpて確めた所の採掘にたえ5る層厚をもつた

炭暦の走向延長，および一般炭暦と比較にならない膨縮

性その他の特性から考えると，さしあたつて第1次の出

炭目標を1ケ月精炭500t程度とするのが姜当であると

みられるφ

　この500tを維持しながら地表調査および探炭坑道の
開墾は行わねぼならぬが，出炭の塘加は以上の結果得ら

れた採掘にたえ5る炭層の走向延長の増加と比例し5る

ので，一応最終目標を1ケ月出炭1，000t程度にするも

のと考慮して，諸計画を進めるべきである。深部を開発

すれぼ可燃性ギスは塘加してくるであろ5ことを予想し

’て，斜坑または堅坑計画の際通気方式も充分考慮せねぱ

ならない。

　選炭については，坑内出炭および現選炭設備の各種産

物を代表する試料の試験を適当な機関に依頼し，選炭方

式の決定あるいは改良の才旨示を受けるべき’であるb深部

開発計画の樹立も必要であるが，、選炭方式の改良が最も

急を要することと思5。

　　　・　　14．結　、論
　主なる調査結果は次の如くである。

’
1
　
本 地区の來炭暦は，中生代白墓紀（下部）に属す

るトリゴ吊ア砂岩中の頁岩層である。

　2　従来異説のあつた勝浦炭鉱の來炭雇は2層準の炭

層群があつ宅，各炭暦群には1枚宛の稼行炭贋が鋏ま

れ，両者とも暦厚は『16m～250cmの聞を膨縮する。坑

道内の観察では，膨縮性についての規則性は特にみられ

ないが数cmに縮薄しても，なお10m～15m追跡する

中にふたたび肥大するよ5である。　　，　　　　“’

　3　露頭部の炭暦は暦厚20cm～30cm以下のものが

多く，地表調査のみで（坑道のない所では），』地下で炭『

暦が肥大し5るかど5かの見通しは困難である。過去に

おいては露頭より10m～20mの探炭掘進をして，肥大
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宇部炭田海底の地質構造（清原清人）

部に達すれば良し，蓬しなけれぱ中止した。炭暦が5す

くても，含炭暦準であれぼ一応注意しなけれぼならな

い（稼行炭暦の項参照）。

　4．石炭は強粘結歴青炭で北松強粘結炭神林・鹿町な

どの各炭に匹適し，硫黄も1％以下で製鉄用原料用炭と

して優秀なものである。

　5　精炭（商品炭）を4メヅシュ（4．7mm）の臨で簿

分けをすれば，次分18．7％で，24．64％の収量がえられる。

　6　従来かえりみられなかつたトロンメル（＋）の可洗

性は良好で，適当な方法で洗炭を行えぼ，友分18％で

74％（原炭に対しては7．4％）の収量が得られる。

　7　原炭の友分が多いのば，探炭の際における挾みの

棍入に帰因するのであるから，洗炭することにより容易

にカ・なりの量の脱荻が可倉旨である。

　8　石炭を8メッシュ（2．36mm）以下に破砕すれぱ，

各種の石炭組織構成成分が単体分離をするので，可洗性

はよくなリフジットや特に亥分の多いドリット，炭質頁

岩等を除去し5る。

　9　わが国強粘結炭中に未だかつてフジットのみられ

た例はなく，勝浦の石炭に比較的多量のフジットが存在

することは，勝浦炭由成生に関して今後残された興味あ

る問題の1つである。

　10高鉾地区のみの埋藏量（確定乙類）は約11’万tで，

月産500t（精度）をもくろむことができるであろづ（開

発に対する意見の項を参照）。

　11推定・予想炭量については，3にのべた炭暦の特

殊性により，算1遣が困i難iである。

　　　　　　　　　（昭和25年10月～珀月調査）
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